
　集合住宅の建替えは、ともすれば大きなボリューム、大きなスケールになりがちで、屋外空間も縮小されることが多く、従前住

民の生活環境が大きく変わってしまうだけでなく、周辺を含む地域の環境が一気に変貌を遂げてしまうような例が多いものです。

　浜甲子園なぎさ街（第２次）の再生では、この街にふさわしいボリュームの実現をめざし、【タウンスケープをつくる団地再生】

をテーマとして、＜親空性＞や＜親街路性＞の実現を目標として、低層部のヒューマンなスケール感や美しいスカイラインに注力

したデザインを行うと共に、街区内にはゆったりした＜原っぱ広場＞を確保するなどして、団地・周辺・地域の人々に愛される、

気持ちの良い住宅市街地景観を実現しました。


